
ニュースレター1月号で既報の通り、平成 30年 1 月 24 日（水）に豊洲シビ

ックセンターホールにて、一般社団法人日本有機資源協会（会長：牛久保 明

邦 東京農業大学名誉教授）主催 第 5回「食品産業もったいない大賞」の

表彰式と事例発表会が開催されました。 

今回の農林水産大臣賞には、SEF の賛助会員企

業でもあるユニー株式会社の「食品リサイク

ルループは命をつなぐ環」が選出されました。 

表彰式では、同社の執行役員 CSR 部長で SEF

理事の百瀬則子氏（写真左）が壇上に上がり、

谷合正明農林水産副大臣（写真右）から表彰状が授与されました。 

同社は持続可能な社会の実現に向けて、SDGs（持続可能な開発目標）の観

点から廃棄物の削減、CO2 削減、省エネルギー対策など、「環境にやさしい

お買い物で、地球を守る」活動を消費者と一緒に推進しています。 

2007 年から推進している食品リサイクルループの構築数は全国最多で、ル

ープにより生産した安全・安心な農畜産物を地域の店舗で提供しているほ

か、レジ袋使用削減や、使用済み容器包装の店頭回収など、容器包装の 3R

で地球温暖化防止にも努めています。更に消費者と生産者を繋ぐことも小

売事業者の役割と考え、農業体験や交流会を定期的に開催しており、特に

次世代を担う子どもたちには、「人はいきものの命をいただいて生きている」

ということを学ぶ環境教育や食育を行っており、これらの取組みが評価さ

れ、今回の受賞となりました。 

第 5回「食品産業もったいない大賞」については、下記リンクより日本有

機資源協会のホームページを参照ください。 

http://www.jora.jp/mottainai5/index.html 
また同社は 2016 年より、不要衣料品の引取り企画による収益の一部を SEF

の森林再生事業に寄附頂いており、2017 年度は約 150 万円の寄附を受領し

ました。この寄附は千葉県山武市における森林整備に役立てています。
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昨年 12月 14 日、与党より 2018 年度税制改正大綱が公表されました。その

中で、森林管理の財源として 2024 年度から「森林環境税（仮称）」を導入

することが明記されました。「森林環境税（仮称）」は住民税に上乗せする

形で 1人当たり年 1,000 円を徴収し、地球温暖化の防止や水源保全の一環

として、増加する所有者不明林などを管理するための財源に充てるとして

います（画像をクリックするとブラウザが開き大きく表示されます）。 

総務省は 2017 年 4 月、地方財政審議会に「森林吸収源対策税制に関する検

討会」を設置し議論を重ね、同年 11月に報告書を取りまとめました。その

報告書の中で、森林を取り巻く状況と森林環境税（仮称）の必要性につい

て、以下の通りまとめています。 

 森林は地球温暖化防止や災害防止等の多面的な機能を有し、国民一人

一人に恩恵。 

 しかし、木材価格の低迷、所有者不明の森林の増加等により、森林所

有者による自発的な施業を促すことを中心とする既存の施策では、適

正な森林管理に限界。 

 政府は森林現場や所有者に近い市町村の役割を強化する新たな森林管

理システムの構築に向けて検討中。 

 新たな森林管理システムを契機として、森林の有する公益的機能が十

分に発揮されるよう、市町村が実施する森林整備等に必要な財源に充

てるため、国民一人一人が負担を分かち合って、国民皆で森林を支え

る仕組みとして、「森林環境税（仮称）」を創設することが必要。

報告書では新税創設に当たって、既に 38 自治体で導入されている同様の目

的税との関係の整理や、使途の範囲を整理する必要性などが課題として示

され、2024 年度の導入に向けて準備が進められていきます。

森林環境税（仮称）の創設に向けた検討が進められ

ています 



SEF では、排出事業者の立場から廃棄物・資源循環の課題に“本気”で向き

合い、解決への道筋を導き出す場として、「ゼロエミッション研究会」を立

ち上げ、6月から毎月 1回勉強会を開催しています。 

1 月 16 日に開催した第 8 回勉強会では、データサイエンティストで株式会

社エールバリュー代表取締役の河村基氏を迎え、「廃棄物データから経営を

考える～ロスデータの分析と活用の方向性～」というテーマで、廃棄物管

理が企業経営に与えるインパクトという観点から、これまでの 7回の勉強

会とは少し趣を変えたテーマでの勉強会となりました。 

前半の河村氏の講演では、 

◆ 廃棄物処理のおさらい（定義、排出者責任、食品廃棄物、総合判断説 

と逆有償問題、管理会社…） 

◆ 企業経営について～企業のミッションと社会的責任～ 

◆ 企業活動の見える化～AI、センシング・IoT、プラットフォーム～ 

◆ 廃棄物コストの見える化～環境会計、マテリアルフローコスト会計～ 

◆ 見える化のススメ 

～まずは量を知り、金額に置き換えてインパクトを示す～ 

といった内容について、シンクタンクで数々の環境関連プロジェクトに従

事し、近年では民間企業の経営企画コンサルティングで手腕を発揮するデ

ータサイエンティストの視点から、廃棄物の課題を解決するための新たな

視点を示して頂きました。 

そして後半のワークショップでは、SEF 志岐理事がファシリテーターを務め、

前半の講演内容を振り返りながら、 

◆ 廃棄物見える化の目的はコスト削減？経営改善？ 

◆ ケーススタディ～ITを活用した廃棄物データの取得法を考える～ 

◆ 廃棄物担当者は 3年後・5年後の企業経営を考えた戦略を 

といった観点で、河村氏や参加者との議論が展開されました。 

今回はこれまでとは違った切り口で廃棄物管理業務について考える機会と

なり、ワークショップでは活発な意見交換がなされ、具体的な質問や意見

も多く上がり充実したワークショップとなりました。 

ゼロエミッション研究会 

第 8回勉強会を 1 月 16 日（火）に開催しました 



このゼロエミッション研究会では、各回とも廃棄物・資源循環に関する専

門家を講師に招き、最新の情報やノウハウを学ぶことができるほか、ワー

クショップを通じて排出事業者としてこれからの廃棄物管理・資源循環に

どう主体的に取り組んでいくかを共に考える機会を提供してまいります。

第 9回勉強会は下記の概要にて開催予定です。 

ゼロエミッション研究会 第 9回勉強会 開催概要 

日程 
平成 30年 2月 13日（火）  
15：00～18：00（受付 14：30～）
プログラム 
15：00～16：30 講演 
メタン化による食品リサイクルの最新事情～海外の先進事例と今後の方向性～
講師：レコテック株式会社 代表取締役 野崎衛 氏 
16：30～18：00 ワークショップ 
～廃棄物データの活用方法を考える～
ファシリテーター：株式会社ガイアドリーム代表取締役  志岐秀明 氏 
会場 
トレジャーリンク会議室 東京都中央区京橋 2‐6‐16 エターナルビル 3F 
＜アクセス＞  【銀座線】 京橋駅 6番出口徒歩 1分 

【浅草線】 宝町駅 A6出口徒歩 2分 
【有楽町線】 銀座一丁目駅 7番出口徒歩 5分 

対象者・定員 
対象者：企業の環境・総務部門担当者 
定員 ：20名（先着順） 
参加費 
一般：10,000円  会員・SEF‐Net ユーザー： 6,000 円 
お申込み 
お申込みはお電話・FAX・メール・ホームページ、いずれでも承ります。御社名、お名前、
ご連絡先を事務局までご連絡ください。 
http://save-earth.or.jp/archives/5201

また、2 月 21日（水）には、2 つの飼料化施設を視察しながら食品リサイク
ルの取組みや処理状況確認のポイントを学ぶ「見学会」の開催を予定しており
ます。先着 15 名様限りとなっておりますので、下記リンクから詳細ご確認のうえ、
お早めにお申し込みください。 
http://save-earth.or.jp/archives/5413

ゼロエミッション研究会 

第 9回勉強会は 2 月 13 日（火）開催予定です 



2018 年最初の活動は 1月 13 日（土）、日向の森にて周回散策路の整備を行

いました。倒木の玉切り・撤去や危険木の除伐と草刈の仕上げを手分けし

て進めました。 

27 日（土）には、午前中はイベントや研修

のときに間伐体験を行うエリアで、間伐 2

本と林内整理を行い、午後は引き続き散策

路整備を行いました。対処可能な危険木 6

本を除伐、玉切りして見栄えよく並べ、下

草刈りを行い、散策路を完成させることが

できました。 

今年も昨年同様、千葉での定例活動は毎月 2回（第 2・第 4土曜日）の開催

を予定しております。ぜひ、皆様のお力をお貸しください！ 

SEF では、各地域での森林保全活動をお手伝い頂けるボランティアさんを募

集しています。千葉県山武市では原則として毎月第 2・第 4土曜日（東京駅

から送迎いたします！）に定例活動を行っているほか、兵庫県丹波市、大

分県臼杵市でも定期的に実施しています。直近の活動は下記を予定してい

ますので、ぜひご参加下さい。 

2 月・3 月 森林保全活動のお知らせ 

★★★★ボランティアさん募集中！★★★★ 

＜2月・3月の活動予定＞ 
 千葉県山武市
2月・・・10 日（土）、24 日（土）  3 月・・・10 日（土）、24 日（土） 

 兵庫県丹波市   2 月 25 日（日）、3 月 17 日（土） 
 大分県臼杵市   3 月 3日（土） 
※日程は変更となる可能性があります。最新の情報はホームページを参照ください。
ホームページはコチラをクリック…https://goo.gl/uEt3CZ

日向の森（千葉県山武市） 

森林ボランティア活動を実施しました 


